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令和元年度 第３回主任・中堅教員研修会 

第４回新任教員研修会について（通知） 

向寒の候、貴職におかれましては益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 さて、今年度は年間研修テーマを「子どもたちの今と未来の幸せをねがって～一人一人

の豊かな育ちを支える質の高い幼児教育を～」とし、保育者の資質を高め、よりよい保育

を目指して、標記研修会を開催しております。 

 新任・中堅・主任・10年経験者研修の研修など、年間テーマに沿って各回その時期に合

った内容で企画いたしており、今回も３学期に向けてふさわしい研修となっております。 

 つきましては、下記のとおり開催いたしますので、貴園の先生方の参加につきましてご

高配くださいますようよろしくお願いいたします。 

なお、主任教員研修会は免許状更新講習（選択６時間）を兼ねますので申し添えます。

（免許状更新講習の申し込みは終了しております。） 

 

記 

 

１ 日  時   〇主任教員研修会 令和元年１２月２５日（水） 9:45～16:15 

〇中堅教員研修会 令和元年１２月２５日（水） 9:45～16:15 

〇新任教員研修会 令和元年１２月２５日（水） 9:45～16:15 

１２月２６日（木）10:00～16:15 

                

２ 会  場   ザ・セレクトン福島（福島市太田町 13-73 ℡:024-531-1111） 
            ※ 駐車場は数・時間とも限られますので（有料、各自負担）、公共交通機関

（電車、バス等）のご利用をお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2 

 

令和元年度 第３回 主任教員研修会 要項 
〈〈令和元年度 免許状更新講習[選択６時間③]〉〉 

（参加の目安：８年目からの教員を対象） 

 

１ 日  時   令和元年１２月２５日（水） ９：４５～１６：１５ 

（免許状更新講習 17:15まで） 

 

２ テ ー マ   「子どもたちの今と未来の幸せをねがって 

～一人一人の豊かな育ちを支える質の高い幼児教育を～」 

 

３ 趣  旨   保育者の力量が園の教育・保育力となりうることを意識し、いままでに、

なにげなく使っていた言葉やかかわりを振り返り、大切な時期を預かる

私達はどうしたら、子どもの心に響く言葉かけができるのか、その子に

あった言葉かけや、かかわりの大切さをご講義いただきます。 

 

４ 日 程 

9:45 10:00         12:00 13:00             16:00   16:15     17:15 

 

 

 

 

 

※試験は免許状更新講習対象者の方のみ 

 

５ 講師・研修内容（符号は「保育者としての資質向上研修俯瞰図」対応） 

 

  研修①② 「 保育のことば～子どもの心によりそうために 」      【Ｅ５－Ⅱ】 

講師：東京成徳短期大学 教授 大 澤 洋 美 先生 
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令和元年度 第３回 中堅教員研修会 要項 
（参加の目安：３年目から７年目の教員を対象） 

 

１ 日  時   令和元年１２月２５日（水） ９：４５～１６：１５ 

 

２ テ ー マ   「子どもたちの今と未来の幸せをねがって 

～一人一人の豊かな育ちを支える質の高い幼児教育を～」 

 

３ 趣  旨   ２学期中、様々な経験をした子ども達の姿から、実践の評価・振り返り

を通し、反省点などが見えてきていることと思います。３学期や次年度

以降の保育にしっかりと活かしていけるよう、研修にあたってほしいと

考えています。 

研修①では、４月に引き続き“１０の姿”を育む保育から指導要録の記

入方法について学んでいきます。研修②③では、“障がい児や気になる

子”の援助方法などについて学んでいきます。 

この研修会での学びが先生方の力となっていくことを願っています。 

 

４ 日 程 

9:45 10:00            12:00 13:00                   16:00 16:15 

 

 

 

 

 

 

５ 講師・研修内容（符号は「保育者としての資質向上研修俯瞰図」対応） 

 

研修① 「“１０の姿”をふまえた、幼稚園幼児指導要録の記入について 」 

       【Ｅ６－Ⅱ】 

講師：福島めばえ幼稚園 副園長 伊藤ちはる 先生 
昨年より改定された幼稚園教育要領、認定こども園教育・要領の大きなポイントでもあ
る「幼児期の終わりまでに育ってほしい“１０の姿”」。年度末に向けて、子どもの育ち
をとらえ１０の姿を意識した、幼稚園幼児指導要録の記入のポイントについて学んで
いきたいと思います。 

 

  研修②③ 「 気になる子とともに育つクラス運営 」        【Ｄ３－Ⅱ】 

講師：こども教育宝仙大学 准教授 守  巧 先生 
２学期中、多くの行事や活動を経験した子ども達。その中で課題や反省点が見えてき
たことと思います。そこで、障がい児や気になる子ども達が様々な活動に参加する上
での、保育のポイントやまとめの３学期に向けての援助方法などについて、学んでい
きたいと思います。 
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令和元年度 第４回 新任教員研修会 要項 
（参加の目安：１年目から２年目の教員を対象） 

 

１ 日  時   令和元年１２月２５日（水） ９：４５～１６：１５ 

                ２６日（木）１０：００～１６：１５ 

 

２ テ ー マ   「子どもたちの今と未来の幸せをねがって 

～一人一人の豊かな育ちを支える質の高い幼児教育を～」 

 

３ 趣  旨   今年度最後の新任教員研修となります。これまでの保育を振り返り、３

学期、そして来年度へと保育のステップアップとなるよう考えておりま

す。 

４月から子ども達も成長し、たくさんの学びを得たことと思います。そ 

れと同時に、あらたに学ぶべきことも見えてきたことでしょう。 

そうしたことの手助けとなる機会となるよう願っています。 

 

４ 日 程 

１２月２５日（火） 

9:45  10:00    12:00 13:00      14:30 14:40      16:00 16:15 

 

 

 

 

 

１２月２６日（水） 

  10:00    12:00 13:00      14:30 14:40      16:00 16:15 

 

 

 

 

 

 

５ 講師・研修内容（符号は「保育者としての資質向上研修俯瞰図」対応） 

 

  研修① 「 発達について 」                     【Ａ２－Ⅰ】 

講師：郡山女子大学短期大学部 准教授 永 瀬 悦 子 先生 

前回の研修では愛着形成から学びました。今回は乳幼児期における体の発達、心の発達

より、子どもの成長段階を保育者として再確認して欲しいと思います。 
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  研修②③ 「 障がい児の対応 成功例・失敗例 」           【Ｄ３－Ⅰ】 

講師：福私幼連 教育研究・研修委員 

気になる子や支援を必要とする子との関わりで、悩みや迷いもあったことでしょう。

今回は教研委員も参加し、皆さんと体験談を話す中から、様々な見方や解決の糸口を

探してみましょう。 

 

 

  研修④ 「人権について 」                     【Ａ１－Ⅰ】 

講師：福私幼連教育研究・研修委員長／原釜幼稚園 

   園長 高 橋  昇 先生 

子どもを保育する根底にあるべき子ども達の人権。社会生活との関わりを持つ以上、大

切な問題でもあります。道徳性や規範意識の芽生えの時期でもある乳幼児期に関わる

職に就いていることからこそ、子ども達の幸せについて考えてみましょう。 

 

 

研修⑤ 「 乳幼児期は描画遊びから何を学んでいるのでしょう 」   【Ｂ３－Ⅰ】 

講師：西郷村社会福祉協議会 子育て支援室 室長 佐 藤 敏 巳 様 

乳児期（０歳～３歳）、幼児期（３歳～６歳）に描画遊びから生まれる学び、をテーマ

にお話しをいただきます。描画活動を通して育まれること、今の私たちに出来ること

は、を学びましょう。 

 

 

研修⑥ 「 振り返り 」                      【Ｅ７－Ⅰ】 

講師：福私幼連教育研究・研修委員長／郡山女子大学附属幼稚園 

 園長 賀 門 康 博 先生 

２学期を終え、これからの保育をどのように取り組んでいくか？振り返ることで、あ

らためて明確に子ども達を、自身を知ることは大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


